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Ⅰ．研究の背景と本研究の目的
　近年、運動が苦手で身体的に不器用な子どもについて
の研究や報告が増えている。身体的不器用さについて、
これまで医学・神経学の立場から発達性失行や統合運動
障害、運動協応性の問題または困難、あるいは知覚－運
動機能不全、動作の問題または困難、動作スキルの問題
などと様々な言及がなされてきた（七木田，2018）。
　DSM-5（日本精神神経学会，2014）には、発達期に認
められる障害として「発達性協調運動症（以下、DCD：
Developmental coordination disorder）」が記されている。
DCD には、体育やスポーツに限らず、ボタン、スナップ、
ジッパー、ホックなどを含め衣類の着脱、靴紐の結び、
箸やフォーク ･ スプーンの使用などの食事動作、描画や
書字、ハサミなどの道具やコンパス・定規などの文具、
鍵盤やリコーダーなど楽器操作、バランスや姿勢制御、
手と目の協応を必要とする遊び、指先での操作を行う
ゲーム機、姿勢保持など、さまざまな日常生活や学校
生活に深く関係していることが指摘されている（中井，
2017）。
　また昨今、「エビデンスに基づく実践」が強調されて
いる。「エビデンス」は「根拠」とも呼ばれるが、この
エビデンスには質の高低があり、最も質の高い研究デザ
インは系統的レビュー（Systematic Review）とされてい
る（原田，2015）。系統的レビューは、文献データベー
スを使用して、あらかじめ定められた手続きによって既
存の研究をまとめ、新たな知見を提供する手法である。
　系統的レビューのガイドラインとして、PRISMA 声明
が推奨されている。PRISMA 声明では系統的レビューで
報告すべき項目が示されており、国際研究グループ（コ
クラン共同計画）によって作成されている（卓・吉田・
大森，2011）。PRISMA 声明は 27 項目のチェックリスト
および 4 段階のフローチャートで構成されている。国
里（2015）は、PRISMA 声明では、27 項目中 19 項目が
方法と結果の部分になるため、方法と結果の書き方を規
定するガイドラインになると述べている。
　DCD についてなされた系統的レビューを概観する
と、運動介入とその運動能力の改善についての研究が
多くなされている（石倉 ･ 大塚，2018）。だが一部には、
DCD 児の情緒・行動・友人関係といった心理面にも運
動介入が効果を挙げている報告もある（Smits-Engelsman 
et al. 2018；Yu et al. 2018）。しかし、DCD 児者が有しや
すい心理的特徴やその改善についての系統的レビュー
はまだ行われていない。
　そこで本研究では、DCD 児者の心理的特徴とその改
善についての系統的レビューを行い、国内外の研究と実
践の動向を明らかにすることを目的とする。
Ⅱ．方法
　本研究は、系統的レビューを行うガイドラインとして
PRISMA 声明の基準を参考に実施した。
1 ．適格基準
　適格基準について、対象となる論文を抽出するため
に、2010 年 1 月 1 日から 2018 年 7 月 31 日までに出版
された論文であること、査読されていること、DCD 児
を対象としていること、を基準とした。
　論文は、以下の基準のいずれかに当てはまる場合は除
外した。書籍または雑誌に公表されなかった論文、レ
ビューまたは系統的レビュー、解説または概説の論文、
定性的または事例研究の論文、質的研究の論文、とした。
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2 ．情報源
　文献を検索するデータベースに、PubMed、Springer、
Elsevier、ERIC、CiNii、J-STAGE、を使用した。
　最終検索日は、2018 年 9 月 12 日であった。
3 ．検索
　文献を検索するキーワードとして、“Developmental 
coordination disorder”and （“Psychological”or“Psychology”）
を使用した｡
　この系統的レビューで扱うキーワードの発達性協調
運動症を Developmental coordination disorder とするのは、
DCD の略称を用いると心停止後臓器提供（donation after 
cardiac death：DCD）と混合することがあるためであった。
4 ．論文の選択
　論文の選択については、研究者 2 名が論文について、
それぞれが独立して選択を行った。研究者 2 名の意見が
違った場合、論文を再び読み 2 名で協議し判定を揃えた。
5 ．データの抽出過程
　データの抽出過程として、6 つの文献検索データベー
スからキーワードと年代の範囲設定で検索を行い、重
複削除を行った。論文のタイトルでスクリーニングし、
残った論文の要旨は、研究者 2 名が心理的特徴であるも
のをスクリーニングした。スクリーニングで残った論
文を全文から、適格基準を満たしたものについて、項
目を統一して整理を行った。ここでの質的統合は、デー
タ項目を抽出して整理を行うことであった。
6 ．データ項目
　質的統合するデータを抽出する項目について、著者・
年・国、研究デザイン、対象者の年齢、サンプルサイズ、
診断方法、運動能力項目、心理面調査項目、結果と成果
について、とした。
Ⅲ．結果
　論文の選択のフローチャートを Fig. 1 で示す。特定
する段階では、“Developmental coordination disorder” and 
（“Psychological”or“Psychology”）のキーワードと 2010 年
1 月 1 日から 2018 年 7 月 31 日までの範囲設定で検索を
行い、6 つの文献検索データベースを使用した、その結
果、PubMed（243 件）、Springer（166 件）、Elsevier（66
件 ）、ERIC（12 件 ）、J-STAGE（1 件 ）、CiNii（0 件 ）、
合計 488 件が抽出された。この 488 件の中で重複した論
文の削除を行い 456 件が残り、これらについてタイトル
スクリーニングを行った。すなわちタイトルに、DCD、
Developmental coordination disorder、Developmental co-
ordination disorder のワードが含まれていない場合、それ
を除外した。その結果、247 件の論文が除外され、残り
は 209 件となった。
　次に、タイトルスクリーニングされた 209 件の論文に
ついて、要旨スクリーニングを行った。すなわち、論文
要旨が本研究テーマに関係するものであるかどうかの
判定を行った。論文の選択については、研究者 2 名が論
文について、それぞれが独立して選択を行った。研究者
2 名の意見が違った場合、論文要旨を再び読み 2 名で協
議し判定を揃えた。その結果、運動特性に関する論文
48 件、視知覚面 40 件、レビュー論文 21 件、運動技能
面 18 件、診断に関する論文 14 件、学習面 13 件、系統
的レビュー論文 10 件、健康面 8 件、生活面 8 件、脳機
能に関する論文 2 件、サービスに関する論文 1 件の合計
183 件の論文が除外された。その結果、要旨スクリーニ
ングから心理的特徴に関する論文と判断したものは 26
件となった。
　基準を満たした全文論文の心理的特徴に関する論文
26 件で、適格基準を満たす論文であるか満たさない
論文かの選択を行った。適格基準については PRISMA
チェックリスト（2009）を参考に判断した。その結果、
除外されたものは概説論文 2 件、定性的論文 1 件、事例
研究の論文1件、インタビュー調査1件の合計5件となっ
た。そして最終的に、21 件の論文が質的統合を行う研
究として組み入れた。
　また、ここでの質的統合を行った 21 件の論文を Table 
1 で示す。21 件の論文の中で，DCD の診断がされては
展望論文 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig. 1 論文選択のフローチャート  Fig.1　論文選択のフローチャート
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の
追
跡
調
査
で
も
改
善
は
見
ら
れ
た
。
DC
D
児
の
自
己
認
識
は
TD
児
の
レ
ベ
ル
に
改
善
し
た
が
,身
体
活
動
レ
ベ
ル
は
有
意
に
低
か
っ
た
。
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bl
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質
的
統
合
を
行
っ
た
表
1-
2 
SM
FG
=S
ho
rt
 M
oo
d 
an
d 
Fe
el
in
gs
 Q
ue
st
io
nn
ai
re
, 
WE
MW
BS
=W
ar
wi
ck
-E
di
nb
ur
gh
 M
en
ta
l 
We
ll
-b
ei
ng
 S
ca
le
, 
CB
CL
=C
hi
ld
 B
eh
av
io
r 
Ch
ec
k 
Li
st
, 
CA
PE
= 
Ch
il
dr
en
's
 A
ss
es
sm
en
t 
of
 P
ar
ti
ci
pa
ti
on
 a
nd
 E
nj
oy
me
nt
, 
PA
C=
Pr
ef
er
en
ce
s 
fo
r 
Ac
ti
vi
ti
es
 o
f 
Ch
il
dr
en
, 
SC
AS
=S
pe
nc
e’
s 
Ch
il
d 
An
xi
et
y 
Sc
al
e,
 C
OP
M=
 Ca
na
di
an
 O
cc
up
at
io
na
l 
Pe
rf
or
ma
nc
e 
Me
as
ur
e,
 P
EG
S=
Pe
rc
ei
ve
d 
Ef
fi
ca
cy
 a
nd
 G
oa
l 
Se
tt
in
g 
sy
st
em
, 
CA
PE
=C
hi
ld
re
n’
s 
As
se
ss
me
nt
 o
f 
pa
rt
ic
ip
at
io
n 
an
d 
En
jo
ym
en
t,
 C
DI
=C
hi
ld
re
n’
s 
De
pr
es
si
on
 I
nv
en
to
ry
, 
SC
AR
ED
=S
el
f-
re
po
rt
ed
 f
or
 C
hi
ld
ho
od
 A
nx
ie
ty
 a
nd
 R
el
at
ed
 E
mo
ti
on
al
 D
is
or
de
rs
 
 
著
者
 
デ
ザ
イ
ン
 
対
象
 
サ
ン
プ
ル
サ
イ
ズ
 
診
断
方
法
 
運
動
能
力
項
目
 
心
理
面
調
査
項
目
 
研
究
結
果
と
成
果
 
⑦
 
Ia
n 
Ha
rr
ow
el
l 
 
et
 a
l.
 
(2
01
7)
 
ｲｷ
ﾞﾘ
ス
 
横
断
研
究
 
7～
8
歳
 
・
 
16
～
18
歳
 
DC
D＝
16
8(
男
10
9,
女
59
) 
TD
＝
37
50
(男
17
80
,女
19
70
) 
 
WE
MW
BS
の
調
査
 
DC
D＝
13
0(
男
79
,女
51
) 
M-
AB
C 
WI
SC
Ⅲ
 
 
SD
Q 
SM
FQ
 
WE
MW
BS
 
エ
イ
ボ
ン
地
区
で
行
わ
れ
た
大
規
模
調
査
の
分
析
で
あ
る
。
DC
D
の
青
年
は
,T
D
よ
り
も
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
リ
ス
ク
が
高
か
っ
た
。
こ
れ
は
部
分
的
に
,社
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
低
さ
に
関
係
し
て
い
る
。
DC
D
の
女
性
は
男
性
よ
り
も
精
神
的
健
康
障
害
を
起
こ
し
や
す
い
傾
向
で
あ
っ
た
。心
理
的
幸
福
さ
の
大
き
さ
は
,自
尊
心
と
関
係
し
て
い
る
。
DC
D
の
女
性
は
,思
春
期
後
期
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
リ
ス
ク
が
高
か
っ
た
。
DC
D
へ
の
介
入
に
は
,社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
自
尊
心
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
 
⑧
 
Me
ta
 v
an
 d
en
 
He
uv
el
  
et
 a
1.
 
(2
01
6)
 
ｵﾗ
ﾝﾀ
ﾞ 
横
断
研
究
 
4～
10
歳
 
 
DC
D＝
23
(男
16
,女
7)
 
TD
＝
37
9(
男
18
6,
女
19
3)
 
MA
BC
-2
 
 
CB
CL
 
SD
Q 
教
師
が
CB
CL
と
SD
Q
で
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
い
て
、D
CD
児
の
情
緒
･行
動
の
問
題
は
,T
D
児
と
比
べ
て
有
意
に
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
DC
D
児
は
, 
CB
CL
お
よ
び
SD
Q
の
両
方
の
平
均
点
と
合
計
点
が
高
か
っ
た
。
さ
ら
に
, 
DC
D
児
は
TD
児
と
比
較
し
て
情
緒
･行
動
の
問
題
を
有
す
る
リ
ス
ク
が
高
か
っ
た
。
 
⑨
 
Pr
is
ci
la
 
Ca
co
la
  
et
 a
1，
 
(2
01
6)
 
ｱﾒ
ﾘｶ
 
パ
イ
ロ
ッ
ト
 
 
研
究
 
7～
12
歳
 
ﾀｽ
ｸ指
向
機
能
ﾌﾟ
ﾛｸ
ﾞﾗ
ﾑ
A 
(子
ど
も
の
間
で
連
携
･協
力
に
焦
点
を
当
て
た
大
ｸﾞ
ﾙｰ
ﾌﾟ
) 
＝
11
(男
10
,女
1)
 
 
目
標
指
向
機
能
ﾌﾟ
ﾛｸ
ﾞﾗ
ﾑ
B 
(活
動
は
子
ど
も
が
選
ん
だ
運
動
目
標
に
す
る
3
つ
の
小
ｸﾞ
ﾙｰ
ﾌﾟ
) 
＝
13
(男
9，
女
4)
 
MA
BC
-2
 
DC
D-
Q 
Ch
AS
(活
動
量
) 
CS
AP
PA
 
 C
AP
E 
 
PA
C 
SC
AS
 
SD
Q 
子
ど
も
の
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
2
つ
の
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
用
い
ら
れ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
A
は
子
ど
も
た
ち
が
バ
ラ
ン
ス
と
運
動
ス
キ
ル
で
有
意
に
改
善
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
,よ
り
不
安
の
高
さ
と
楽
し
み
の
レ
ベ
ル
の
低
さ
が
示
さ
れ
た
。保
護
者
は
身
体
機
能
の
改
善
と
子
ど
も
た
ち
の
仲
間
問
題
の
減
少
に
も
気
づ
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。プ
ロ
グ
ラ
ム
B
で
は
,バ
ラ
ン
ス
と
全
体
的
な
運
動
能
力
を
向
上
さ
せ
,不
安
レ
ベ
ル
を
下
げ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
,保
護
者
は
子
ど
も
た
ち
の
身
体
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
 
⑩
 
Ji
ll
 G
. 
Zw
ic
ke
r 
et
 
al
. 
(2
01
5)
 
ｶﾅ
ﾀﾞ
 
混
合
性
 
(a
 p
re
te
st
- 
po
st
te
st
 
de
si
gn
 
 +
 ｲ
ﾝﾀ
ﾋﾞ
ｭｰ
） 
7～
12
歳
 
DC
D＝
11
 
(男
9,
女
2)
 
 
 
ｲﾝ
ﾀﾋ
ﾞｭ
ｰ調
査
 
（
親
＝
9,
子
ど
も
＝
3）
 
MA
BC
-2
 
DC
D-
Q 
 
CO
PM
 
PE
GS
 
CS
AP
PA
 
CA
PE
 
 
20
12
年
7
月
に
2
週
間
, 
20
13
年
7
月
に
2
週
間
の
キ
ャ
ン
プ
介
入
を
行
っ
た
。キ
ャ
ン
プ
後
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
介
入
方
法
は
,C
O-
OP
に
よ
り
、
自
分
で
目
標
を
決
め
て
行
う
PD
CA
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
て
い
る
。
結
果
と
し
て
,子
ど
も
が
目
標
と
し
た
身
体
活
動
と
満
足
度
が
改
善
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。そ
し
て
自
己
効
力
感
と
参
加
で
は
有
意
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
,両
親
と
子
ど
も
た
ち
は
,新
し
い
活
動
を
試
み
る
自
信
, 
DC
D
の
あ
る
他
の
子
ど
も
と
一
緒
に
い
る
こ
と
,障
害
に
つ
い
て
も
っ
と
学
ぶ
こ
と
な
ど
,キ
ャ
ン
プ
の
参
加
に
対
し
て
プ
ラ
ス
の
効
果
が
報
告
さ
れ
た
。
 
⑪
 
Ch
er
yl
 
Mi
ss
iu
na
  
et
 a
l.
 
(2
01
4)
 
ﾄﾞ
ｲﾂ
 
横
断
研
究
 
4～
8
学
年
 
 
 
DC
D＝
68
(男
38
,女
30
) 
DC
D/
AD
HD
＝
54
(男
35
,女
19
) 
 
AD
HD
＝
31
(男
28
,女
3)
 
 
 
TD
＝
91
(男
46
,女
45
) 
DC
D-
Q 
 
CD
I 
SC
AR
ED
 
TD
児
と
比
較
し
て
、
AD
HD
/D
CD
群
で
親
に
よ
る
う
つ
症
状
の
報
告
レ
ベ
ル
が
高
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
DC
D
と
診
断
さ
れ
た
子
ど
も
は
,T
D
児
よ
り
も
う
つ
病
と
不
安
の
症
状
が
有
意
に
高
か
っ
た
。
特
に
DC
D/
AD
HD
の
併
存
す
る
子
ど
も
は
，
心
理
的
苦
痛
の
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
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MV
PA
=M
od
er
at
e-
to
-V
ig
or
ou
s 
Ph
ys
ic
al
 A
ct
iv
it
y,
 T
PB
-b
as
ed
 q
ue
st
io
nn
ai
re
=A
jz
en
’
s 
Th
eo
ry
 o
f 
Pl
an
ne
d 
Be
ha
vi
ou
r 
ba
se
d 
qu
es
ti
on
na
ir
e,
 K
BI
T-
2=
Ka
uf
ma
n 
Br
ie
f 
In
te
ll
ig
en
ce
 T
es
t–
Se
co
nd
 E
di
ti
on
, 
PS
Q=
Pe
rf
or
ma
nc
e 
Sk
il
ls
 Q
ue
st
io
nn
ai
re
, 
CP
Q=
Ch
il
dr
en
’
s 
Pa
rt
ic
ip
at
io
n 
Qu
es
ti
on
na
ir
e,
 P
OS
=P
la
y 
Ob
se
rv
at
io
n 
Sc
al
e,
 A
DC
=A
du
lt
 D
CD
 C
he
ck
li
st
, 
SW
LS
=S
at
is
fa
ct
io
n 
Wi
th
 L
if
e 
Sc
al
e,
 G
HQ
-1
2 
=G
en
er
al
 H
ea
lt
h 
Qu
es
ti
on
na
ir
e 
12
, 
BD
I=
Be
ck
 D
ep
re
ss
io
n 
In
ve
nt
or
y,
 H
AD
S=
Ho
sp
it
al
 A
nx
ie
ty
 a
nd
 D
ep
re
ss
io
n 
Sc
al
e,
 S
TA
I-
Y=
St
at
e-
Tr
ai
t 
An
xi
et
y 
In
ve
nt
or
y 
Fo
rm
 Y
, 
 
  
著
者
 
デ
ザ
イ
ン
 
対
象
 
サ
ン
プ
ル
サ
イ
ズ
 
診
断
方
法
 
運
動
能
力
項
目
 
心
理
面
調
査
項
目
 
研
究
結
果
と
成
果
 
⑫
 
Ma
tt
he
w 
Y.
 
W.
 K
wa
n 
 
et
 a
l.
 
(2
01
3)
 
ｶﾅ
ﾀﾞ
 
横
断
研
究
 
13
～
14
歳
 
 
N＝
男
51
 
DC
D＝
19
 
TD
＝
42
 
MA
BC
-2
 
MV
PA
 
TP
B-
ba
se
d 
qu
es
ti
on
na
ir
e,
 
At
ti
tu
de
s 
to
wa
rd
 p
hy
si
ca
l 
ac
ti
vi
ti
es
, 
Su
bj
ec
ti
ve
 n
or
ms
 
qu
es
ti
on
na
ir
e,
 
Pe
rc
ei
ve
d 
Be
ha
vi
or
al
 C
on
tr
ol
, 
In
te
nt
io
n 
to
 p
er
fo
rm
 p
hy
si
ca
l 
ac
ti
vi
ti
es
, 
KB
IT
-2
 
DC
D
児
の
身
体
活
動
と
身
体
活
動
認
知
に
つ
い
て
の
媒
介
分
析
に
よ
る
と
、
DC
D
児
の
身
体
活
動
に
つ
い
て
は
、
姿
勢
と
主
観
的
規
範
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
全
体
的
に
DC
D
男
子
に
は
活
動
の
少
な
さ
が
あ
り
、
そ
れ
は
自
身
の
身
体
活
動
に
つ
い
て
の
認
知
が
部
分
的
に
関
係
し
て
い
た
。
そ
し
て
運
動
介
入
の
際
に
は
、
影
響
力
の
あ
る
人
々
に
よ
る
承
認
と
身
体
活
動
に
つ
い
て
の
個
人
的
な
評
価
を
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
DC
D
児
の
身
体
活
動
に
関
連
す
る
心
理
的
要
因
を
理
解
す
る
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
 
⑬
 
 
Li
hi
 
Li
be
rm
an
  
et
 a
1.
 
(2
01
3)
 
ｲｽ
ﾗｴ
ﾙ 
ｺﾎ
ｰﾄ
研
究
 
5～
6
歳
 
N＝
50
(男
32
,女
18
) 
DC
D＝
25
 
TD
＝
25
 
M-
AB
C2
 
PS
Q 
CP
Q 
 
 
Se
lf
-r
ep
or
te
d 
Ch
il
dr
en
's
 
Se
ns
e 
of
 
Co
he
re
nc
e 
Sc
al
e,
 
He
br
ew
 a
da
pt
at
io
n 
of
 
Ch
il
dr
en
's
 H
op
e 
Sc
al
e,
 
Me
lt
ze
r 
sc
al
e 
fo
r 
ef
fo
rt
 
DC
D
児
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ス
キ
ル
は
TD
児
に
比
べ
て
低
く
,
参
加
と
感
情
の
要
因
（
一
貫
性
,希
望
,努
力
感
)が
低
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
DC
D
児
と
TD
児
に
お
い
て
,楽
し
さ
と
親
の
満
足
度
に
有
意
差
が
示
さ
れ
た
。
DC
D
児
は
TD
児
と
比
較
し
て
、
低
レ
ベ
ル
の
参
加
を
楽
し
ん
だ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
DC
D
児
の
親
は
TD
児
の
親
と
比
較
し
て
、
子
ど
も
の
参
加
に
つ
い
て
、
満
足
度
が
低
か
っ
た
。
サ
ン
プ
ル
数
は
小
さ
い
も
の
だ
が
,処
理
ス
キ
ル
が
活
動
へ
の
参
加
を
説
明
す
る
予
測
因
子
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
 
⑭
 
A.
 K
en
ne
dy
-
Be
hr
 e
t 
al
. 
(2
01
3)
 
ﾄﾞ
ｲﾂ
 
準
実
験
的
 
ﾃﾞ
ｻﾞ
ｲﾝ
 
4～
5
歳
 
DC
D＝
32
(男
23
,女
9)
 
DC
D-
Q 
MA
BC
-2
 
 
PO
S 
4
歳
の
DC
D
児
は
、
TD
児
と
比
較
し
て
幼
稚
園
の
中
で
,い
じ
め
の
被
害
者
、
又
は
加
害
者
の
い
ず
れ
か
に
関
わ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
相
互
関
係
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
が
さ
ら
に
確
認
で
き
れ
ば
, 
DC
D
児
の
就
学
前
の
仲
間
問
題
関
係
の
介
入
を
開
発
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
 
⑮
 
Am
an
da
 K
ir
by
 
et
 a
l.
 
(2
01
3)
 
ｲｷ
ﾞﾘ
ｽ 
ｺﾎ
ｰﾄ
研
究
 
16
～
61
歳
 
以
上
 
被
雇
用
者
＝
39
(男
17
,女
22
) 
失
業
者
＝
18
(男
6,
女
12
) 
 
AD
C 
 
SW
LS
 
GH
Q-
12
 
BD
I 
HA
DS
 
こ
の
研
究
で
は
対
象
者
の
年
齢
が
幅
広
い
が
,2
1～
30
歳
の
範
囲
で
以
下
の
こ
と
が
示
さ
れ
た
。す
な
わ
ち
被
雇
用
者
と
失
業
者
の
両
方
で
そ
の
70
%以
上
が
DC
D(
被
雇
用
者
＝
74
.4
%,
失
業
者
＝
72
.2
%)
)と
診
断
さ
れ
て
い
る
。そ
し
て
DC
D
の
失
業
者
は
,
生
活
満
足
度
が
有
意
に
低
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
GH
Q-
12
で
は
被
雇
用
者
と
失
業
者
の
間
に
有
意
差
は
な
か
っ
た
が
,D
CD
者
で
は
GH
Q-
12
の
健
康
関
連
の
問
題
が
多
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。被
雇
用
者
と
失
業
者
の
両
グ
ル
ー
プ
で
高
レ
ベ
ル
の
う
つ
症
状
が
報
告
さ
れ
,生
活
に
対
す
る
満
足
度
は
非
常
に
低
い
と
評
価
さ
れ
た
が
,失
業
者
グ
ル
ー
プ
は
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
う
つ
症
状
が
認
め
ら
れ
,満
足
度
は
低
い
と
報
告
さ
れ
た
。そ
し
て
,両
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
不
安
の
レ
ベ
ル
が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
 
⑯
 
El
is
ab
et
h 
L，
Hi
ll
 
et
 a
l.
 
(2
01
3)
 
ｲｷ
ﾞﾘ
ｽ 
ｺﾎ
ｰﾄ
研
究
 
18
～
59
歳
 
DC
D＝
36
(男
15
,女
21
) 
TD
＝
49
(男
24
,女
25
) 
DS
M
の
診
断
と
親
／
教
師
の
報
告
 
 
ST
AI
･Y
 
BD
I 
こ
の
研
究
で
は
、
毎
週
の
身
体
活
動
の
レ
ベ
ル
が
減
少
し
た
後
, 
DC
D
群
は
う
つ
病
と
不
安
の
症
状
が
TD
群
よ
り
有
意
に
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
, 
DC
D
に
お
け
る
運
動
介
入
の
検
討
,お
よ
び
長
期
間
に
及
ぶ
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
上
の
リ
ス
ク
の
調
査
の
必
要
性
を
意
味
し
て
い
る
。高
レ
ベ
ル
の
不
安
と
う
つ
病
を
呈
し
て
い
る
患
者
に
お
い
て
は
、運
動
困
難
の
意
識
が
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
逆
も
あ
り
得
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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いないものの、おそらく DCD であると判断されている
ことを示す pDCD についても、ここでは DCD として扱
われている。論文⑮⑯⑱は，対象年齢に 18 歳以上も含
んでいるが、DCD 児の成長後の心理的特徴を考えるエ
ビデンスになると考えて残している。また、論文の中で
取り扱われた質問紙等については、各表の下にその名称
を示している。
　Table 1　質的統合を行った表より、DCD 児の心理的
特徴として、不安・うつ、行動問題、ウェルビーイング・
健康、参加、自己について、身体活動認知、親の不安・
うつ、その他、の特徴があることが示された。
Ⅳ．考察
　DCD 児の心理的特徴として、不安・うつ、行動問題、
ウェルビーイング・健康、参加、自己について、身体活
動認知、親の不安・うつ、その他、の特徴が示されたため、
それぞれについて考察する。
1 ．不安・うつ
　DCD 児は、定型発達児（以下、TD 児）よりも不安・
うつの傾向が高いことが示された。論文⑦と⑲で、メ
ンタルヘルスリスクの高いことを報告している。論文
⑪では、DCD 児は TD 児よりも不安・うつの症状が高
いことを報告している。それだけでなく、論文⑪では
DCD と ADHD の併存がある子どもはより心理的苦痛の
レベルが高いことを指摘している。論文⑮より、被雇用
者と失業者のどちらのグループでも DCD をもつ場合に
は、不安のレベルが高いことを報告している。論文⑯で
は、DCD 群は TD 群よりもうつ病と不安の症状が有意
に高いことを示している。論文⑳では、DCD 児はパニッ
ク障害 / 全般性不安障害、社交不安障害、強迫性障害の
領域において、TD 児よりも有意な差があることを報告
している。DCD 児への運動介入前後で差が認められた
論文⑨では、目標指向機能プログラムの運動介入後に
DCD 児の不安を減少させていることを報告している。
2 ．行動問題
　DCD 児の特徴として、行動問題があることが示さ
れた。行動面を測定する尺度で、DCD 児と TD 児で差
が 認 め ら れ た。 特 に、SDQ（Strengths and Difficulties 
Questionnaire）は 4 件で用いられている。論文④では、
DCD 児は TD 児と比較して、情緒と行動問題の割合が
高いことを示している。論文⑧は、SDQ と CBCL（Child 
Behavior Check List）で測定しているが、DCD 児は TD
児と比較して情緒 ･ 行動の問題を有するリスクが高いこ
とが示されている。論文⑲では、DCD 児は行動問題が
あることが報告されている。論文⑨で課題指向機能プロ
グラムは運動介入後の仲間関係の問題が減少している
ことを報告している。
3 ．ウェルビーイング・健康
　ウェルビーイング・健康でも、DCD 児の心理的特徴
と関連することが示されている。ウェルビーイング・
健康の尺度について、論文⑦で DCD の男性は DCD の
女性よりも高い WEMWBS（Warwick-Edinburgh Mental 
Well-being Scale）スコアを示している。男女の両方とも
で、幸福度と自尊心に相関があることを示している。さ
らに、女性は自尊心の低下と社会コミュニケーション能
力の低下が関連していることを特徴として示している。
また論文⑮は、SWLS（Satisfaction With Life Scale）と
GHQ-12（General Health Questionnaire 12）を測定してい
る。SWLS では、雇用されている者が失業者よりも人生
の満足度を有意に高く評価していることを報告してい
る。GHQ-12 スコア全体では、有意な差が出ていないこ
とが示されている。
4 ．参加
　DCD 児の参加に関するレベルの低さについても示さ
れている。参加の尺度について、論文①で DCD 児は
TD 児や At Risk 児（DCD のリスクのある児）と比較し
ても身体活動の嗜好が有意に低いことや親のサポート
も少ないことが示されている。論文⑬で CPQ（Childrenʼs 
Participation Questionnaire）の結果から、DCD 児は TD
児と比較して活動への参加が少ないことを報告してい
る。また論文⑤では、運動介入前後の結果で ADL への
参加について改善されたことを示している。論文⑩で
は、COPM（Canadian Occupational Performance Measure）
では有意な差がみられたが、CSAPPA と CAPE（Childrenʼs 
Assessment of participation and Enjoyment）では有意な差
がみられなかったことを示している。COPM はキャン
プ前とキャンプ後の運動パフォーマンスと満足度が高
くなったことを示す結果となった。論文⑨で、CSAPPA 
と CAPE に関して運動介入前後で有意な差はみられな
かった。論文③は Wii トレーニングについての研究であ
る。全体的に、参加者はトレーニングが好きだという結
果が示されている。興味深いことに、運動のピーク（Herat 
Rate）と楽しさのスコアの間に相関がないことを報告し
ている。
5 ．自己について
　論文⑬で DCD 児は、The self-reported Children's Sense 
of Coherence Scale と Hebrew adaptation of Children's Hope 
Scale と Meltzer scale for effort の数値が TD 児よりも低
いことを示している。DCD 児は TD 児と比べて、全体
的に自己についての認識を低くしていることが考えら
れる。また論文⑲の大規模調査から全体的自己価値に
ついて DCD 児と TD 児に有意な差があることを示して
いる。論文②では、DCD 児と TD 児で Kessler-6 Scale と
SPPC の有意な差がみられている。このことより、DCD
児は全体的な自己価値の低さと内面的問題を抱えてい
ることを示している。また性差も大きくあることが示さ
れている。男女の間で身体活動へのメカニズムが異な
ることを報告している。論文⑥で、CSAPPA は運動介入
によっての影響はみられなかったことを報告している。
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しかし、時間とともに全体的自己価値は改善されてい
ることが指摘されている。論文⑩では、PEGS（Perceived 
Efficacy and Goal Setting system）について介入前後での
有意な差がみられなかったことを報告している。
6 ．身体活動認知
　論文⑫で TPB に DCD 児と TD 児で差がみられている。
特に、DCD 児の男子は Attitudes toward physical activities
（ 身 体 的 活 動 に 対 す る 態 度 ） や Perceived Behavioral 
Control（知覚された行動制御）が劣っていることが示さ
れている。また論文⑨の PAC（Preferences for Activities 
of Children）は、運動介入前後で有意な差がみられなかっ
たことを報告している。
7 ．親の不安・うつ
　論文⑲で DCD 児と TD 児の母親では、DCD 児の母親
は不安・うつの症状が高いことが示されている。
8 ．その他の特徴
　論文⑭では POS（Play Observation Scale）の遊びの記
録から、フリープレイ中の DCD 児と TD 児の攻撃して
いる回数を調査している。その結果、DCD 児は攻撃す
る側にも被害者にもなることが示されており、DCD 児
はいじめの中心にいることが考えられる。論文①では、
DCD 児と TD 児で ACTS-MG（Activity Support Scale for 
Multiple Groups）に有意な差がみられている。この論文
から、TD 児と比較して DCD 児は親から受ける身体的
サポートが少ないことを指摘している。
　論文⑰では IDS（Intelligence and Developmental Scale）
で DCD 児と TD 児で仲間関係について調査しており、
パス解析より DCD 児の内面的な問題と表面化する問題
との関係は、仲間の問題によって少なくとも部分的に媒
介されることを示している。
　論文⑱の尺度の REST（Recent Emotional State Test）、
Internal Factors Attributed to Success 、DLF-Q（Daily Life 
Functions Questionnaire）は、DCD 児と TD 児で有意な
差がみられたが、Problem Solving Questionnaire は有意な
差がみられなかったことを示している。日常生活機能
や感情などで DCD 児の得点の低さを示しており、ここ
でのネガティブデータはより日常生活の問題解決（例：
メモをとるような書字能力の低さ）による影響がある
ことを示している。論文⑲の Childrenʼs test of Nonword 
Repetition と Bullying and Friendship Schedule で DCD 児
と TD 児で差がみられている。DCD 児は短期記憶やい
じめと友情といった点で困難を抱えているのではない
かと考えられる。
　また、論文㉑で DCD 児は 5 つのグループに分類され
ている。いわゆる不器用な DCD 児について、学校外
の社会的身体活動に対して参加率が低いことを示して
いる。それだけでなく、仲間関係の乏しさがみられて
いることを特徴としてあげている。これらを調査する
項目の情報が抜ける可能性があるので、記録の面で A 
retrospective seven ‐ day diary から情報を補完している。
Ⅴ．結論
　本研究の結果から DCD 児には各種の心理的特徴があ
ることが示された。それは、不安・うつの可能性、行動
面の問題、ウェルビーイング・健康面に影響すること、
身体活動や社会活動への参加の低さ、自尊心の低さ、身
体活動認知の低さの問題、仲間関係の問題、親の不安・
うつとの関係、運動技能や運動技能以外での日常生活へ
の影響によることなどが挙げられた。
　このことより、DCD 児のこうした心理的特徴につい
ても把握し、支援していく必要性がある。
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